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居宅介護支援重要事項説明書 

＜    年   月   日現在＞ 

 

１．  居宅介護支援事業所の概要 

 (１) 事業所の名称、指定番号、サービス提供地域等 

事 業 所 名   安中市社会福祉協議会 

所 在 地 安中市松井田町新堀245（安中市役所 松井田庁舎内） 

代 表 者 名  
社会福祉法人 安中市社会福祉協議会 

会 長    吉田 茂 

介 護 保 険 指 定 番 号 １０７１１００５３９  （居宅介護支援） 

サービス提供地域  安中市全域＊ 

      ＊上記地域以外の方でもご希望の方はご相談ください。 

 

 (２)  事業所の運営方針 

      ア 利用者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活が営めるよう十分 

配慮いたします。 

      イ  利用者の選択に基づいて保健医療及び福祉サービスが効率的に提供される    

よう配慮いたします。 

      ウ 利用者の意思及び人格を尊重し、提供されるサービスが特定の種類、事業者    

に偏ることのないよう公平中立に行います。    

    エ 利用者はケアプランに位置付ける居宅サービス事業所について、複数の事業 

所の紹介を求めることが可能であり、当該事業所をケアプランに位置付けた理 

由を求めることを可能とします。 

      オ  関係市町村、在宅介護支援センター、他の指定居宅介護支援事業者、地域包 

括支援センター、指定居宅サービス事業者、介護保険施設、障害福祉施設との 

連携を図ります。 

 

（３）  事業所の職員体制 

職     種 資  格 常 勤 業 務 内 容 

管  理  者  １名 従業者及び業務の管理 

介護支援専門員 
介護福祉士 1名 居宅サービス計画の作成等 

歯科衛生士 ２名 居宅サービス計画の作成等 

 

 

令和 7 年 10 月１日  
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（４）  サービス提供日及び時間 

営 業 日 月曜日～金曜日(国民の祝日及び12月29日～１月３日を除く) 

営業時間 午前８時30分から午後５時15分まで 

 

 

２．居宅介護支援の内容及び提供方法 

 (１)  内 容 

① 居宅サービス計画を作成、計画への同意をいただき、交付します。 

② 指定居宅サービス事業者、医療機関、主治の医師、歯科医師、薬剤師等の 

連絡調整を行います。 

③ 障害福祉サービス事業所との連携を図ります。 

④ 介護保険施設への紹介を行います。 

⑤ 利用者に対する相談援助業務を行います。 

⑥ 地域包括支援センター等から支援が困難な事例が紹介された場合は連携 

を図り、当該ケースの解決を図ります。 

⑦ 利用者数については、介護支援専門員一人当たり４５人未満とし適切なケア

マネジメントに支障がないように配慮します。 

⑧ 法定研修等における実習受入事業所となり人材育成に協力します。 

⑨ その他利用者の支援に関する便宜を図ります。 

 

 (２)  提供方法 

① 相談場所、サービス担当者会議等は、利用者の居宅若しくは利用者の指定 

場所又は当事業所内の相談室です。 

② 介護支援専門員は、継続的に利用者の居宅を訪問し、利用者の近況及びサ   

ービス計画の実施状況を把握し、その相談に応じます。 

③ 利用者がＩＣＴ（情報通信機器）を利用できる場合は、活用することがあります。 

 

 

３．利用料金 

  (１) 利 用 料 

        利用料（居宅サービス計画の作成費用）は、要介護認定を受けられた方の場合 

は、介護保険制度が適用され、同制度から当事業所に全額給付されますので、 

利用者の自己負担はありません。 

     ただし、介護保険料の滞納等がある場合には、法律で定められた所定の額を 

一時的に利用者に負担していただくことになりますが、その場合には、当事業所 

が、サービス提供証明書を発行しますので、この証明書を後日、安中市の担当 

窓口に提出しますと、滞納保険料等との差額の払い戻しを受けることができます。 
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【居宅介護支援利用料】 

居宅介護支援費Ⅰ（ⅰ） 要介護1・2   １０８６単位            

要介護3・4・5 １４１１単位 

居宅介護支援費Ⅱ（ⅰ） 要介護1・2   １０８６単位            

要介護3・4・5 １４１１単位 

特定事業所加算Ⅱ ４２１単位  

特定事業所加算Ⅲ ３２３単位     

特定事業所加算Ａ １１４単位 

特定事業所医療介護連携加算 １２５単位 

初回加算 ３００単位 

入院時情報連携加算（Ⅰ） ２５０単位      

入院時情報連携加算（Ⅱ） ２００単位 

退院・退所加算（Ⅰ） （ｲ）450単位・（ﾛ）600単位 

退院・退所加算（Ⅱ） （ｲ）600単位・（ﾛ）750単位 

退院・退所加算（Ⅲ） ９００単位 

通院時情報連携加算 ５０単位 

緊急時等居宅カンファレンス加算 ２００単位 

ターミナルケアマネジメント加算 ４００単位 

特定事業所集中減算 △２００単位 

 

(２) 交 通 費 

    居宅サービス計画の作成に要する交通費は、安中市内にお住まいの方については無

料ですが、安中市外にお住まいの方については、介護支援専門員がお尋ねするため

の交通費を実費負担していただくことになります。 

なお、介護支援専門員が事業所の自動車を使用して市外にお住まいの方にサービ

スを行う場合の交通費の額は、次のとおりです。 

 

①  通常の実施地域を超えた地点から片道10㎞未満の場合        ３００円 

②  通常の実施地域を超えた地点から片道10㎞以上15km未満の場合 ４００円 

③  通常の実施地域を超えた地点から片道15km以上の場合        ５００円 

(３) 解 約 料 

ご利用者の都合によりいつでも解約することができ、これに伴う料金負担はあ

りません。 

 

４．秘密の保持 

 職員は、現職の時はもとより退職した後も、業務上知り得た利用者又はその家族の 

秘密を保持することを雇用契約の条件としていますので、正当な理由なくこれらの 

個人情報を第三者に漏らすようなことは一切ありませんが、緊急な対応が必要なとき 

又はサービス担当者会議等に諮る場合で、あらかじめ利用者の承諾をいただいてい 

るときは、この限りではありません。 
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５．事故発生時の対応 

（１） 介護支援専門員が訪問中等に、利用者の身体が急変し、又は事故が発生した場合 

には、速やかに関係機関、主治医、利用者の家族に連絡する等の措置を行います。 

 （２） 自ら居宅サービス計画に位置づけた居宅サービスの提供により、事故が発生した  

場合には、その事故の状況及び事故に際して採った処置の具体的手順と内容を記 

録､保存します。 

 (３) 利用者に賠償すべき事故が発生した場合には、誠意をもって損害賠償を行います。 

ただし、利用者に故意又は過失が認められる場合には、賠償責任を減じます。 

 

６．主治の医師及び医療機関等との連携 

       事業者は利用者の主治の医師および関係医療機関との間において、利用者の疾患に

関する情報について必要に応じ連絡をとらせていただきます。そのことで利用者の疾 

患に対する対応を円滑に行うことを目的とします。この目的を果たすために、以下の対

応をお願いいたします。 

（１） 利用者の不測の入院時に備え、担当の居宅介護支援事業者が医療機関に伝わるよ 

う、入院時に持参する医療保険証またはお薬手帳等に、当事業所名および担当の介 

護支援専門員がわかるよう、名刺を貼り付ける等の対応をお願いします。 

     （２） 入院時には、ご本人またはご家族から、当事業所名および担当介護支援専門員の名

称を伝えていただくとともに、当事業所に入院の連絡をいただけますようにお願いい 

たします。 

 

  ７.虐待の防止について 

      事業所は、利用者等の人権擁護・虐待の防止のために、次に掲げるとおり必要な措置を

講じます。 

（１） 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について従業

者に周知徹底を図っています。 

（２） 虐待防止のための指針の整備をしています。 

（３） 従業者に対し虐待を防止するための定期的な研修を実施しています。 

（４） 虐待防止に関する担当者を選定しています。 

虐待防止に関する担当者 管理者  塩谷 早苗 

     （５） 指定居宅介護支援等の提供中に、従業者又は、養護者（利用者の家族等高齢者を現

に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見し場合は、速やかに市町村

に通報します。 

 

８．感染症の予防及びまん延の防止のための措置 

   事業所は、感染症が発生し、又はまん延しないように、次の各号に掲げる措置を講じま

す。 
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（１） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を 

概ね６月に１回以上開催します。その結果を従業者に周知徹底します。 

（２） 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

（３） 従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に 

実施します。 

 

９．業務継続計画の策定 

事業所は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定居宅介護支援 

事業の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るた

めの計画を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

また、介護支援専門員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修

及び訓練を定期的に実施するよう努めます。 

定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行いま 

  す。 

 

１０．相談、要望、苦情等の窓口 

   当事業所が提供する居宅サービスに関する相談、要望、苦情などは、下記窓口までお  

申し出ください。 

 

電 話 安中市社会福祉協議会   ３９３－１９１４   

担当者（介護支援専門員）    

塩谷 早苗     浦野 貴代美     原  啓子 

 

    安中市役所高齢者支援課     ３８２－１１１１（内線１１８６） 

     国民健康保険団体連合会     ０２７－２９０－１３２３   

     第三者委員事務局          ３８２－８３９７                         

 受付時間    月曜日～金曜日(国民の祝日及び12月29日～１月３日を除く)の  

午前８時30分～午後５時15分 

 夜間休日連絡先  ０８０－２０５６－３１１９  

（介護支援専門員が交代で対応します） 
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確認 

 

令和   年   月   日 

 

 

【 事 業 者 】 

居宅介護支援の提供にあたり、この説明書に基づいて重要事項を説明し交付しました。 

 

 

      所在地 安中市松井田町新堀 245 番地 

      名 称 安中市社会福祉協議会 

 

      説明者 介護支援専門員：                   

 

 

 

【 利 用 者 】   

この説明書により、居宅介護支援に関する重要事項の説明を受け同意し、交付を受けました。

また、サービス担当者会議等において居宅サービス計画及び実施記録等に記載され

ている 個人情報を用いることを承諾いたします。 

 

        

      住 所   安中市                            

 

氏 名                                              

 

 

【 代 理 人 】 

住 所                                  

 

氏 名                                        （続柄：      ） 

                              

 

 

 

 

 


